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1）属性と家族看護実践との関連   
年齢と「健康状態把握」「ねぎらいの言葉か  
表1 対象者の属性  
n  人数   （％）  
性別（人）  男性  162  4   （2．5）  
女性  158  （97．5）  
臨床経験の有無  有  162  161 （99．4）  
無  1   （0．6）  
結婚の有無  有  162  133  （82．1）  
無  29  （17．9）  





160  8   （5．0）  
15  （9．4）  
107  （66．9）  
22  （13．8）  
8  （5．0）  
子どもの有無  有  162  128  （79．0）  
無  34  （21．0）  
きょうだいの有無 有  161   158  （98．1）  
無  3   （1．9）  
家族看護学  有  149  26  （17．4）  
学習の有無  無  123  （82．6）  





161  41．3±7．9  
159  4．3±2．9  
156  11．2±7．7  
162  3．7±1．4  
表2 訪問着護師の家族観の因子分析  n＝162  
支持的  情緒・  
存在  社会機能   
α零  系数  
お互いを信頼している   
精神的に支え合っている   
団結力がある   
0．82   
同じ価値観や信念を共有している  0．90  0．27  
どんな感情でも受け入れる   0．23   0．84   0．88  
家族のための協力は惜しまない  0．34  0．73   
一緒にいて安らぎを感じられる  0．47  0．83                    0．58   
それぞれの個性を尊重している  0．45  0．57   
役割分担がはっきりしている  0．15  0．40   
寄与率（％）  27．9  27．7  
累積寄与率（％）  27．9  55．6  
－82－   
訪問看護師の家族観と家族看護実践   
表3 家族看護実践  





















157  5  （2・5）  
159  5  （3・5）  
159  5  （3・5）  
158  5  （3・5）  
159  5  （3－5）  
159  5  （3－5）  
158  4  （2－5）  
158  4  （ト5）  
158  4  （3・5）  
158  4  （2・5）  
158  4  （1－5）  
159  4  （1－5）  
159  4  （2－5）  
159  4  （1－5）  
159  4  （3－5）  
158  4  （2・5）  
159  4  （1・5）  
153  3  （1・5）  
158  3  （1－5）  
154  3  （1・5）  
＊質問紙では意味を逆転して尋ねた  
表4 属性と家族看護実践との関連  
n   年齢  訪問看護年数 看護年数  
158  0．18 ＊  
158  0．05  
157  0．03  
157  0．07  
156  0．16  
15∈；  0．08  
157  0．13  
158  0．10  
158  0．14  
158  0．13  
158  0．16＊  
157  0．15  
158  0．18 ＊  
158  0．11  
158  0．10  
157  0．02  
152 ・0．07  
158  0．21＊＊  
157  0．19＊  





















0．09  0．10  
0．06  0．04  
0．02  0．11  
0．11  0．06  
0．13  0．12  
0．09  0．06  
0．11  0．17 ＊  
0．02  0．16 ＊  
0．12  0．19 ＊  
．0．02  0．19＊  
0．06  0．09  
0．03  0．09  
0．10  0．14†  
・0．01  0．07  
0．10  0．07  
0．00  ・0，05  
0．04  ・0．07  
0．04  0．10  
0．16＊  0．15†  
0．02  0．03  
Spearmanの順位相関係数†p＜0．1☆p＜0．05＊＊p＜0．01  
※質問紙では意味を逆転して尋ねた  

































正の相関があった。   
家族形態では、同居家族人数と家族看護実践  
との間に相関を認めなかった。結婚の有無によ  















負の相関があった。   
家族観の情緒・社会機能と家族看護実践の  
12項目と有意な正の相関があった。  
Ⅳ．考  察  
1．訪問看護師の家族観   
訪問看護師の家族観に関する9項目を因子分  
析したところ、支持的存在、情緒・社会機能の  
表5 属性による家族看護実践の比較（家族看護学学習の有無）  
家族看護学学習  
学んだことがある  学んだことがない  
n Mdn（Min・Max）  n Mdn（Min・Max）  
健康状態把握  25  4   （3・5）   121 4   （2・5）  
家族が大切に思うものを意識して関わる 24  4   （3・5）   120  4   （2・5）  
?????????
25  5   （3・5）  
25  5  （3・5）  
25  5   （3・5）  
23  4   （1・5）  
121 4   （3・5）  
121 4   （3・5）  
120  4   （2・5）  















































表6 家族観と家族看護実践との関連  





















158  0．118  0．174 ＊  
158  0．083  0．074  
158  0，253 ＊＊  0．268  
158  0．172 ＊  0．212  
157  0．081  0．187  
159  0．068  0．051  
158  0．103  0．259  
159  0．115  0．245  
159  0．018  0．199  
159  0．066  0．082  
159  0．022  0．168  
158  0．155 †  0．242  
159  0．119  0．201  
159  0．065  0．183  
159  0．118  0．289  
158  0．028  0．140  
153   ・0．173 ＊   ．0．113  
159  ・0．036  0．045  
158  ・0．043  0．083  
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